
平成 27 年度がスタートしました。宍粟市発足10 周年の節目の年です。10 周年を祝う行事や協賛
イベントがたくさん計画されているので、みんなで盛り上げていきましょう！ ▼  安  も節目を迎えます。

広報担当を離れることになりました。宍粟市の歴史の半分、５年間お世話になりました。毎月発行の広報紙づくりは、
1か月がアッという間に過ぎて、半年、１年もアッという間…、そして気がつけば５年でした。 ▼記事を求めて “東奔西走”
“夜討ち朝駆け” の５年間。その中でも、いちばんの思い出は、取材先でたくさんの人と出会い、お世話になったことです。
本当にありがとうございました。後任は 宮  が務めます。どうぞよろしくお願いします。	 安

　
昨
年
度
、
宍
粟
市
で
は
、「
官
兵
衛 

飛

躍
の
地 

宍
粟
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
播

磨
の
生
ん
だ
戦
国
武
将
の
雄
、
黒
田
官

兵
衛
孝
高
に
関
す
る
講
演
会
や
企
画
展

示
な
ど
、
官
民
を
挙
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
、平
成
二
十
七
年（
2
0
1
5
）は
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
成
立
一
三
〇
〇
年
、

宍
粟
藩
立
藩
四
〇
〇
年
、
戦
後
七
〇
年
、

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
二
〇
年
、
そ
し

て
市
制
十
周
年
と
、
宍
粟
市
に
と
っ
て
多

く
の
意
味
で
歴
史
的
に
記
念
す
べ
き
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
元
和
元
年

（
1
6
1
5
）、
池
田
輝
澄
に
よ
る
宍
粟

藩
立
藩
は
、
宍
粟
の
近
世
の
本
格
的
な
幕

開
け
、
そ
し
て
現
在
の
宍
粟
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
重
要
な
出
来
事
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
江
戸
時
代
の
山
崎
城
下
町
の
変
遷
に

つ
い
て
は
、『
広
報
し
そ
う
』
第
1
0
3

～
1
0
5
号
の
本
欄
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
戦
国
期
か

ら
近
世
へ
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
簡

単
に
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　
天
正
八
年（
1
5
8
0
）、羽
柴（
豊
臣
）

秀
吉
の
攻
撃
に
よ
る
長
水
城
の
落
城
に

よ
っ
て
、
宍
粟
の
中
世
は
終
焉
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宍

粟
の
地
は
一
時
、
神み

こ

だ

子
田
半
左
衛
門
が

領
有
し
、
天
正
十
二
年
（
1
5
8
4
）

に
は
、
黒
田
官
兵
衛
が
「
宍
粟
郡
一
職
」

を
与
え
ら
れ
、
後
の
福
岡
五
十
二
万
石

へ
と
羽
ば
た
く
た
め
の
「
飛
躍
の
地
」

と
な
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
お
り
で
す
。

　
天
正
十
五
年
（
1
5
8
7
）
に
、
黒

田
官
兵
衛
が
豊
前
国
中
津
へ
転
じ
た
後
、

龍
野
城
主
で
あ
っ
た
木
下
勝
俊
が
宍
粟

郡
を
支
配
し
、「
山
崎
村
に
お
い
て
新
町

を
申
し
付
け
」、
山
崎
の
町
場
を
発
展
さ

せ
る
礎
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
慶
長
五
年

（
1
6
0
0
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
功
績

に
よ
っ
て
、
播
磨
五
十
二
万
石
の
姫
路
城

主
と
な
っ
た
池
田
輝
政
が
、「
山
田
山
崎

町
中
」
に
あ
て
て
市
日
を
定
め
る
書
状
を

出
し
て
、
商
業
の
発
展
を
促
し
ま
し
た
。

こ
の
池
田
輝
政
の
四
男
輝
澄
が
元
和
元
年

（
1
6
1
5
）、
宍
粟
郡
三
万
八
千
石
を

与
え
ら
れ
て
宍
粟
藩
が
成
立
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
寛
永
八
年
（
1
6
3
1
）

に
は
、
佐
用
郡
を
合
わ
せ
て
六
万
三
千

石
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
十
五
年

（
1
6
3
8
）
輝
澄
が
江
戸
在
住
中
に
起

こ
っ
た
家
中
騒
動
の
責
任
を
問
わ
れ
、
同

十
七
年
（
1
6
4
0
）、
輝
澄
は
鳥
取
藩

に
お
預
け
、
因
幡
国
鹿
野
に
蟄
居
を
命

じ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
宍
粟
（
山
崎
）
藩
は
、
松

井
（
松
平
）
康や

す
て
る映
、
池
田
恒
元
、
政
周
、

恒
行
と
藩
主
が
移
り
変
り
、
延
宝
七
年

（
1
6
7
9
）、
本
多
忠
英
が
大
和
郡
山

か
ら
一
万
石
で
入
封
し
て
以
降
は
、
本

多
氏
の
支
配
が
続
き
、
八
代
忠た

だ
ち
か鄰
の
時

に
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
「
宍
粟
　
歴
史
　
再
発
見
」

で
は
、
宍
粟
藩
立
藩
四
〇
〇
年
に
ち
な

ん
で
、
江
戸
時
代
の
宍
粟
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
話
題
を
提
供
し
て
い
く
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
発
行
や
ミ
ニ
企
画
展
の
開
催
、

さ
ら
に
は
、
市
制
十
周
年
を
記
念
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

宍
粟
市
の
新
た
な
歴
史
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
　
田
路
正
幸
）

▲池田氏の家紋「揚羽蝶」の軒丸瓦
　（山崎歴史郷土館蔵）

▲城下町の面影を残す西町界隈

お知らせ 宍粟市の面積が変わりました！　658.6 ㎢　⇒　658.54 ㎢

　計測精度の向上により、0.04 平方キロメートル（４ヘクタール）修正されました。
　新しい面積は昨年 10 月１日時点の「全国都道府県市町村別面積調」の結果として、３月６日に国
土地理院から発表されました。

編 集 後 記

宍
粟
藩
立
藩
四
〇
〇
年
①

「
黒
田
官
兵
衛
か
ら
宍
粟
藩
立
藩
へ
」

〜 

第
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回 

〜

宍
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歴
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再
発
見
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